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1．はじめに
日本産科婦人科学会では昭和61年以来，体外受精・
胚移植等の生殖医学の臨床実施に関して登録報告制を
敷き，平成元年度に設置された「生殖医学の登録に関
する委員会」が報告内容の集計と分析を行い，これま
でに平成元年度報告書（第 1報）1），平成 2年度報告書
（第 2報）2），平成 3年度報告書（第 3報）3），および平成
4年度報告書（第 4報）4）の 4 回報告を行ってきた．平成
5年度以降の生殖医学の登録・報告業務に関しては，
会告に定められた施設登録ならびに包括的調査につい
て「診療・研究に関する倫理委員会」がすべての登録
施設を対象として行い，詳細な個別調査については「生
殖・内分泌委員会」が登録施設の中の協力施設を対象
として行い，それぞれの調査結果を学会誌上に公表し
てきた5）～18）．平成11年度の倫理委員会改組に伴い，倫
理委員会は定款施行細則にある常置委員会となり，同
時に下部組織として登録・調査小委員会が設置され
た．本小委員会では平成11年度以降，倫理委員会 登
録・調査小委員会として，平成10年分～平成16年分に
ついて，
IVF-ET : in vitro fertilization and embryo transfer

体外受精・胚移植
GIFT : gamete intrafallopian transfer 配偶子卵管内
移植

ZIFT : zygote intrafallopian transfer 接合子卵管内
移植
の臨床実施成績の包括的調査結果を報告してき
た19）～24）．
平成18年度も引き続き2005年分（2005年 1 月 1日か
ら同年12月31日までの期間）の体外受精・胚移植等の
臨床実施成績について，全登録施設を対象に調査した
ので，ここに集計結果を報告する．また，2007年 7 月
31日現在の登録施設名を末尾に掲載する．

2．対象と方法
2005年 1 月 1日から12月31日までに治療を開始した
すべての症例を対象として，2005年12月31日現在登録
されている641施設に対し，2006年 9 月 1日付で調査用
紙を送付し，回答を依頼した．
今回の調査内容は表1～7に示した通り，生殖補助医
療（IVF-ET，GIFT，ZIFT等）ならびに非配偶者間人工
授精（AID）の実績の有無，新鮮胚（卵）を用いた治療成
績（顕微授精を除く），顕微授精法（新鮮卵）を用いた治
療成績，凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績（顕微授
精によるものも含む），凍結融解未受精卵を用いた治療
成績，および非配偶者間人工授精（AID）の治療成績と
した．内容はこれまでの倫理委員会の施設登録の項目
に，生殖・内分泌委員会で行ってきた，死産数・子宮
外妊娠・先天異常児の項目を加えて調査した．
なお，妊娠例の定義は胎�の確認された症例（いわゆ
る臨床妊娠）とし，妊娠反応陽性のみのいわゆる化学的
妊娠例はこれに含まないこととしたが，子宮外妊娠で
は，胎�が確認されなくても手術で子宮外妊娠の確認，
または 2回の hCGの測定で上昇を認める場合も含め
た．

3．調査用紙
表 1 生殖医学の臨床実施報告
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表 2 新鮮胚（卵）を用いた治療成績〔顕微授精を除く〕
表 3 顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療成績
表 4 凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績〔顕微授

精によるものも含む〕
表 5 凍結融解未受精卵を用いた治療成績
表 6 非配偶者間人工授精（AID）の治療成績
表 7 先天異常児の調査（個別調査）

4．体外受精・胚移植等の臨床実施成績
表 8 2005年末の登録施設数と回答率
表 9 新鮮胚（卵）を用いた治療による妊娠・分娩例報

告施設数（顕微授精を除く）
表10 顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療による妊娠・

分娩例報告施設数
表11 凍結融解胚（受精卵）を用いた治療による妊娠・

分娩例報告施設数（顕微授精によるものも含む）
表12 凍結融解未受精卵を用いた治療による妊娠・分

娩例報告施設数
表13 体外受精・胚移植等治療周期数からみた施設数

の分布
表14 新鮮胚（卵）を用いた治療成績（顕微授精を除く）
表15 顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療成績
表16 凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績（顕微授

精によるものも含む）
表17 凍結融解未受精卵を用いた治療成績
表18 非配偶者間人工授精（AID）の治療成績
表19 治療法別出生児数および累積出生児数
表20 先天異常児の調査

5．2007年 7月における登録施設名
表21 学会見解に基づく諸登録施設（2007年 7 月31日

現在）
表22 非配偶者間人工授精の臨床実施に関する登録施

設（2007年 7 月31日現在）
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